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	緩和ケア領域において，オピオイドをはじめとした薬物療法は重要な位置を占めている。そのためチーム医療における薬の専門家として，緩和薬物療法に精通した薬剤師の養成および活躍が望まれており，日本緩和医療薬学会は2010年より緩和薬物療法認定制度を実施している。認定取得には，緩和薬物療法における症例提示や研究活動，筆記試験の合格など複数の条件を満たすことが必要となる。一方で，認定習得後の患者介入における実態調査やその有効性について非認定薬剤師との比較はこれまでに行われていない。
	そこで本研究では，日本緩和医療薬学会に登録している薬剤師に対してアンケート調査を行い，認定薬剤師，非認定薬剤師に分類した比較検討することで，緩和薬物療法認定薬剤師の介入指導について有用性を評価する。
	◇研究の科学的合理性と根拠
	本研究では，緩和薬物療法認定薬剤師および非認定薬剤師による身体および精神症状に対する関わりの現状について、の実態調査を行う。本邦において，緩和薬物療法認定薬剤師の有用性を評価した調査はなく，本認定制度，および，本認定薬剤師の有用性や意義を確認するための重要な研究であることが、本研究を実施する科学的合理性と根拠である。本研究の調査結果を分析・評価することで，緩和薬物療法認定薬剤師の介入指導により，緩和薬物療法を受ける患者の身体および精神症状の改善が期待できる項目を明らかにするとともに，非認定薬剤師と...
	◇方法
	1）研究のデザイン

